






第 1号議案            

令和４年度事業報告について 
 

 

第１ 協議会の概要 
１ 名 称 

宮城県ブルーカーボン協議会（令和４年１月２０日設立） 

協議会の詳細は、別添「宮城県ブルーカーボン協議会規約」のとおり。 

２ 構成員 

宮城県ブルーカーボン協議会（以下「協議会」という。）の構成員は、規約別表「宮城県ブル

ーカーボン協議会構成員名簿」のとおり。 

 

 

第２ 事業の目的 
    宮城県沿岸域における藻場の造成・保全や海藻増産に向けた取組を推進し、水産業が持つ多面

的機能としての二酸化炭素（ＣＯ２）の固定・吸収量をブルーカーボンとして評価する。また、

本県水産業から発生する環境負荷を定量し、削減貢献量を明らかにすることで、環境配慮型水産

業への機運を醸成し、本県水産業のカーボンニュートラリティや持続可能性に寄与することを本

事業の目的とする。 

 

 

第３ 事業の内容 
１ ブルーカーボン協議会の運営 
  業界、専門家、市町、行政等からなる構成員とともに、方向性の検討、進捗管理及び結果の検

証などをおこなう。また、ブルーカーボン協議会を支える県機関で組織するブルーカーボンプロ

ジェクトチーム（ＰＴ）において、データの収集や現場調整などを実施するもの。 

 

年月日 項目 内容等 備 考 

令和４年８月２２日 
令和４年度第１回宮城県

ブルーカーボンＰＴ会議 

・令和３年度事業成果について 

・令和４年度事業計画（案）について 

・その他 

 

令和４年９月１５日 
令和４年度第１回宮城県

ブルーカーボン協議会 

・役員改選 

・規約の改正について 

・令和３年度事業報告について 

・令和４年度事業計画（案）について 

・その他 

 

令和４年１１月１０日 
令和４年度第２回宮城県

ブルーカーボンＰＴ会議 

・令和４年度事業の進捗と今後の進め  

 方について 

・令和４年度事業の予算（９月補正）

について 

・その他 

 

令和５年１月１７日 
令和４年度第２回宮城県

ブルーカーボン協議会 

・令和４年度事業中間報告について 

・その他 
 

令和５年１月２７日 
令和４年度第３回宮城県

ブルーカーボンＰＴ会議 

・モデル地区での実践について 

・普及指導・広報について 

・その他 

 

令和５年３月２７日 
令和４年度第３回宮城県

ブルーカーボン協議会 

・令和４年度事業報告について 

・令和５年度事業計画（案）について 
今回 
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２ 技術開発・試験研究 
  インベントリデータ（CO2固定・排出源単位）の収集整理と作成、藻場面積の把握とブルーカ

ーボン固定量の推定及び漁業種類・魚種等の CO2排出量算定をおこなうもの。 

年月日 項目 内容等 備 考 

令和４年９月 

～令和５年３月 

漁業・養殖業及び水産物

の生産 CO2固定排出算定 

・漁業・養殖業の CO2 排出量算定のため

のデータを収集するとともに、令和

４年度 CO2固定量を試算した。 

 

令和４年１０月 

～令和５年３月 

宮城県藻場・養殖面積の

把握（モニタリング） 

・ワカメ養殖業のドローンによる空撮

に着手 
 

令和４年４月 

～令和５年３月 

CO2 固定・排出源単位の収

集と整理 

・文献調査により CO2 固定・排出原単位

60件のデータを収集した 
 

令和４年４月 

～令和５年３月 

報告書・学術論文・国際

誌等 

・函館市産業連関表とブルーカーボンワ

ークショップ 

・函館マリカルチャープロジェクトサー

モン勉強会 

・宮城大学ブルーカーボンセミナー等 

 

 

 

３ モデル地区での実践 
モデル地区を設定し、藻場造成や海藻養殖に伴う事業生産性と環境影響の評価をおこなうも

の。 

年月日 項目 内容等 備 考 

令和４年４月 

～令和５年３月 
藻場造成の実践 ・石巻にモデル地区を設定し、藻場造

成や海藻養殖を実践した。 

・養殖ワカメのブルーカーボン算定の

ためのデータ収集 

・ライフサイクルを通した CO2 固定・排

出評価を試算中。 

アラメ 

令和４年４月 

～令和５年３月 
海藻養殖の実践 

ホ ソ メ

コンブ 

令和４年１０月 

～令和５年３月 

ワカメ養殖フィールド試

験 

養 殖 ワ

カメ 

 
 

４ 普及指導広報 
    漁業者を対象にブルーカーボンの取組を普及・指導していくとともに、一般の方々を対象にも

広報していき、水産分野の環境への対応を共有することで、持続可能な水産業への機運を高めて

いく。 

年月日 項目 内容等 備 考 

令和５年２月３日 
第２回宮城県ブルーカー

ボンシンポジウム 

・ブルーカーボンクレジット制度およ

び南三陸町での事例紹介に関するシ

ンポジウムを開催した。 

参加 160

人 

令和５年３月５日 水族館とのコラボ企画 

・仙台うみの杜水族館とのコラボ企画

「ワカメが地球を救う!?-ワカメとブ

ルーカーボンをおいしく楽しく学ぼ

う-」を開催した。 
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令和５年３月２２日 
第２回宮城県ブルーカー

ボンセミナー 

・三重県熊野灘における藻場造成の取

組，およびブルーカーボンクレジッ

ト申請の方法に関するセミナーを開

催した。 

参加 38

人 

令和５年３月２８日 

 

 

ホームページの製作 

 

・Miyagi Coast Projectとしてホームペ

ージを更新し、情報発信の基盤を製

作した。 

 

 

令和３年８月～３月 

 

新聞掲載等 

・新聞記事５件で本事業が紹介された 

（時事通信、河北新報、水産新聞、及

び水産経済新聞） 

 

 

 

 

第４ 令和４年度事業実績（KPI） 
   ・令和４年度の藻場/海藻養殖による CO2吸収量の算定：１４７ｔ（暫定値） 

・インベントリデータ６０件 

 

第５ 事業完了予定年月日 
令和５年３月３１日 

 

 

＜参考＞ 
 
〇事業収支（見込み含む） 
 
１ 収入の部                              （単位：千円） 

区     分 事業予算 備  考 

県費（一般財源） １８４  

繰越金 ２,５２７ 令和３年度事業の繰越金 

企業版ふるさと納税寄付金 ８,４３５  

計  １１,１４６   

 

 

２ 支出の部                              （単位：千円） 

区     分 事業経費 備  考 

 １ ブルーカーボン協議会の運営 ８２９  旅費、報償費 

 ２ 技術開発・試験研究 ５１０ 旅費、文献費等 

 ３ モデル地区での実践 ８,００７ 藻場、海藻養殖、ワカメ試験 

 ４ 普及指導広報 １,８００ 
  シンポジウム、セミナー、ホ

ームページ等 

計 １１,１４６  
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＜令和４年度当初年間計画表＞ 

 

 

 
 

 

７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和４年度

備考

協
議
会
運
営

宮城県ブルーカーボン
協議会

宮城県ブルーカーボン
プロジェクトチーム

試　技
験　術
研　開
究　発

で　モ
の　デ
実　ル
践　地
　　 区

広　普
報　及
 　　指
 　　導

報告書・学術論文・国際誌

藻場造成・海藻養殖の実践
（石巻地区・網地島）

CO2固定・排出原単位のデー

タベース構築

講演会・セミナー

ホームページ・デジタルマーケ
ティング（ＷＥＢ・アプリ）

漁業・養殖業及び水産物の

生産CO2排出量算定

モデル地区における藻場面積
モニタリング

CO2固定・排出原単位の収集

と整理

（仮）ワカメのフィールド試験

現場説明・指導（漁業者）

水族館との連携

第1回協議会 第２回協議会（中間） 第３回協議会（年度末）

第1回検討会 第3回検討会 第5回検討会（年度末）

県内漁業の調査・分析（インベントリ100件追加）

制度設計 モニタリング調査（委託）

公表① 公表②

文献調査・外部会議等への参加

藻場造成・海藻養殖活動助成（補助金）

ワカメのフィールド試験（制度設計・実施）

随時（北部・中部・南部）

ブルーカーボンシンポジウム

コラボイベント開催（企画立案、実施）

ホームページとリンク

ブルーカーボンセミナー

毎月更新、さかなデザイン打ち合わせ（３回）

第2回検討会 第4回検討会

日程

項目


























































	1. 次第・出席者名簿.pdf
	2. 第1号議案　令和4年度事業報告.pdf
	3. 第1号議案補助資料.pdf
	4. 第2号議案　令和5年度事業計画（案）.pdf
	5. 第2号議案補助資料.pdf
	議事録署名入り.pdf

